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例 口

1。 本書は、八尾市光町 2丁目19で行った共同住宅建設に伴う発掘調査の報告書である。

1.本調査は、八尾市教育委員会の指示書 (八教社文第128号 平成 2年12月 27日 )に基づき

財団法人八尾市文化財調査研究会が、川口建設株式会社から委託をうけて実施 したもので

ある。

1.本調査は、当調査研究会が東郷遺跡内で実施した第35次調査である。

1,現地調査は、当調査研究会 坪田真―を担当者として、平成 3年 3月 4日 に着手し、同年

3月 19日 に終了した。調査面積は140だである。

1。 現地調査には、岡田聖― 。小山正子・坂下 学・濱田千年・松下哲也の参加を得た。

1.内業整理には上記の他、岩本順子 。田島和恵・都築聡子 。宮崎寛子・山内千恵子の参加を

得た。

1.本書の執筆・写真撮影及び編集は坪田が行い、遺物観察表を田島・山内が作成した。
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第 1 垂早 調査に至る経過

東郷遺跡は八尾市の中央やや北西に位置 し、現在の行政区画では北本町 。東本町 。光町・桜

ケ丘・ 荘内町がその範囲となっている。

当遺跡発見の契機は、昭和46年 に八尾市東本町 2丁 目 (光明寺付近)において行われた水道

管埋設工事の際、奈良時代の墨書人面土器が出土 したことに遡る。そして最初の発掘調査とし

て昭和56年、桜ケ丘 2丁目において八尾市教育委員会により試掘調査が行われ、古墳時代から

鎌倉時代の遺物包含層が検出された。以降、八尾市教育委員会 。大阪府教育委員会 。当調査研

究会により数次にわたる発掘調査が行われ、これらの調査成果から、当遺跡は弥生時代中期か

ら近世にわたる複合遺跡であることが確認されている。

このような情勢下、平成 2年、川口建設株式会社より、八尾市光町 2丁目19に おける貸事務

所建設の届出書が八尾市教育委員会文化財室に提出された。 これを受けた同文化財室では、当

該地が周知の遺跡範囲内にあることから発掘調査が必要であると判断 し、事業者にその旨を通

知 した。そして、工事により遺構の破壊が予想される部分を対象に、発掘調査を実施すること

が両者で合意された。発掘調査にあたっては、事業者 。同文化財室 。当調査研究会の三者協定

により、当調査研究会が主体となって実施することとなった。

なお今回の調査地の周辺では、当調査研究会により第 8～ 11次調査が行われており、古墳時

代前期の竪穴住居等の集落遺構が検出されている。

第 2章 周辺の地理的・歴史的環境

当遺跡は、地理的には旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置 して

いる。 この南北方向に形成された沖積地上には連綿と遺跡が連なり、当遺跡は北で萱振遺跡、

南で成法寺遺跡、南東で小阪合遺跡と接 している。また西側には江戸時代の町並みを残す八尾

寺内町が位置 している。

ここではこれまでの調査成果から当遺跡の概要を簡単にまとめる。

当遺跡で確認された遺構で最古のものは弥生時代中期 (第Ⅳ様式)に さかのばり、土坑が西

部で検出されている。また第Ⅲ様式の土器 も河川から出土 しており、集落が存在する可能性 も

ある。続 く弥生時代後期では東部で土坑・土器集積、西部で溝等が検出されている。

古墳時代前期では庄内式古相の集落が中央部から西部、南部で、また北部では方形周溝墓・
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土器棺墓から成る墓域が確認されている。この集落は続 く庄内式新相から布留式古相にはやや

東に拡大しており、東西に細長い集落範囲が想定されている。そしてこの集落の北側と南側の

縁辺には方形周溝墓による墓域が確認されている。

古墳時代中期から後期は東部で集落遺構が検出されている。また南西部では後期から飛鳥時

代の水田が検出されている。

奈良時代では南西部で前述の墨書人面上器が出土 しているが、明確な遺構は検出されていな

ヽヽ。

平安時代では東部で大規模な整地層が確認されており、またそれに伴 う集落遺構が検出され

ている。中央部から西部では水田・ 井戸が、また南西部でも井戸が検出されており、広範囲な

生産域が想定される。

室町時代では南西部で、屋敷地を区画 していたと考えられる石垣を備えた堀が検出され、西

部に隣接する後の八尾寺内町との関連が注目されている。

|1酢 唾隧
靱

許 ll。

躙

厨

第 1図 調査地位置図 (S=
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第 3章 調査概要

第 1節 調査方法

今回の調査は貸事務所建設に伴う調査で、調査区

平面形は南北に長い長方形である。掘削排土処理の

都合から調査区を南区 。北区に分割 し、南区から調

査を行った。

調査では周辺の発掘調査成果を参考に、現地表下

1.5m～1.8mを機械掘削とし、以下を入力掘削によ

り行った。

地区割については、調査区平面形に合わせて5m

方眼を任意に設定し、実測・遺物取り上げの基準と

した。なおこの方眼の南北ラインは、磁北から東に

約1.5度振っている。

第 2節 基本層序

第 1層～第 3層 は近世の盛土 。旧耕土・床土であ

る。第 4層は近世までの遺物の小片を少量含んでい

る。第 5層 は調査区南半部でみられ、古墳時代後期

頃までの遺物を少量含んでいる。この上面が第 1次

面で、標高約6.3mを測る。第 6層上面が第 2次面

となり、標高約6.2m～6.3mを測り、第 5層 の影響

で南部が低 くなっている。下層確認調査では第 6層

以下から遺物は出土していない。

V 東郷遺跡第35次調査

第 2図 調査区設定図 (S=1/400)

T P80m― ―

70m――

60m―――
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第 3図 基本層序 (S=1/40)



第 3節 検出遺構 と出土遺物

。第 1次面

調査区南半部で土坑 1基 (S K101)・ 溝 4条 (S D101～ 104)を検出 した。

S K101

平面形は長辺約10m・ 短辺約08mの不定型を呈 し、深さ約24cmを測る。断面皿状で、埋土

は上層が暗灰青色細砂混 じり粘土、下層が暗褐青色微砂混 じり粘土である。遺物は全 く出土 し

ていない。

S D101～ 103

ほぼ南北方向に直線的にのびる素掘 りの溝で、規模は幅30～60cm・ 深さ10～ 20cmを 測る。断

面形状は、 S D101・ 103が皿状、 S D102が逆台形を呈 し、埋土はいずれ も灰黄色粘質 シル ト

である。間隔はS D101・ 102間 が25cm～ 45cm、 102・ 103間 が20cm～30cmを測る。出土遺物は近

世までの遺物の細片を含んでおり、近世の農耕に関連する溝と考えられる。

S D104

ほば南】ヒ方向、 S D101′▼103と

平行 してのびる溝で、長 さ約9,0

mにわたって検出したが、北部は

削平されているようである。規模

は幅2.Om～28m・ 深 さ10cm～ 30

cmを測り、底部のレベルは南部が

やや低 くなっている。断面皿状で、

埋土は暗灰青色細砂～粗砂でマン

ガンを多 く含んでいる。検出状況

や埋土から河川の痕跡と考えられ、

底部には数か所で砂の堆積する足

跡状の窪みがあり、また南部の底

部では幅約0,7mに わたる溝状の

落ち込みがみられる。古墳時代前

期～中世頃の遺物を含んでいる。

0           2m

―
第 4図 第 1次面平面図 (S=1/100)
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・第 2次面

竪穴住居 2棟 (S1201・ 202)。 土坑 6基 (S K201～ 206)・ 溝 4条 (S D 201～ 204)・ ピッ

ト10個 (S P201～ 210)を検出した。

S1201

平面形は約3.2m× 2,7mの長方形を呈し、北東部は調査区外になっている。床面のレベルは

標高約6.15mを測り、方向は北から東に約30度振っている。検出面がほば床面にあたり、壁は

南部で最高約 5 cmが遺存しているのみである。

壁溝は全周 していると考えられ、幅20～65clllで東辺が幅広になっている。深さは約10cmを測

り、断面皿状で、埋土は暗褐色微砂混じり粘上である。ピットは床面で 1個 (P-1)、 壁溝

内の南西角で 1個 (P-2)を検出した。いずれも浅いもので、主柱穴にはならないと考えら

れ、柱構造等は不明である。ピットの法量等は表 1に まとめた。

また、壁溝東辺中央から伸び、壁溝西辺中央で合流 した後北西外に至る溝 (D-1)を有 し

ている。壁溝との切り合いが認められなかったため住居に伴う施設 とした。 D-1は全長3,7

m・ 幅約50cm、 深さは床面で12cm、 壁溝外で16cmを測り、外側が深くなっている。断面ほぼ逆

S1201・ 202平面図 (S=1/50)

-106-
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V 東熱遺跡第35次調査

台形で、埋土は上層が灰褐色微砂混 じり粘土、下層が暗灰黄色微砂混 じり粘土である。

遺物は壁溝から古墳時代前期に比定される土器片が少量出土 している。

S1202

ほぼ東半分のみの検出で全容は不明である。平面方形で、東辺は一辺約30mを 測 り、方向

はS1201と ほぼ同一である。検出面がほば床面にあたり、壁はほとんど遺存 していない。

壁溝は幅約20cm・ 深さ約 6 cmを測 り、断面逆台形を呈 し、輝十は淡灰褐色粘質土である。ピッ

トは床面で 4個 (P-3～ 6)を検出したが、いずれも深さ 5 cm～ 10cmの浅い落ち込み状を呈

し、主柱穴にはならないと考えられる。 ピットの法量等は表 1に まとめた。

遺物は古墳時代前期に比定される土器片が少量出土 している。

平 面 形  長辺×短辺×深さ (cm)

P-1

P-2

P-3

P-4

P-5

P-6

不整円形

不整円形

不  明

楕 円 形

不  明

不整円形

26× 24× 11

50× 29× 10
66× 一 ×8

80× 58× 8

32× 一 ×lo
44× 38× 10

表 1 竪穴住居内ピッ ト

暗灰色粘質シル ト

暗褐色微砂混 じり粘土

淡灰黄色粘質シルト

淡灰黄色粘質シルト

淡灰褐色粘質土

淡灰黄色粘質シル ト

(P-1～ 6)法量表
∃

―
S D201・ S K201

S K201は S D201を切 っている。 S D201は床土上面から掘 り込まれるもので、 ごく近代の

農耕に伴う施設と考えられる。 S K201は底部が湧水層に達 しており、近代の井戸の下部であ

る可能性がある。

S K202

西側が調査区外のため全容は不明であるが、検出部分から平面形 は一辺約2.5mの 方形を呈

すると考えられる。検出部の深さは約10mで底部は湧水層に達 している。埋土 は上層が褐灰

色系の砂質土で粘土のブロックを含んでおり、下層は淡灰色粘質シル トである。遺物を全 く含

んでいないため時期は不明であるが、床土直下から掘り込まれており近世頃の可能性がある。

遺構の性格については、埋土上層部が一気に埋められた状況を呈 していることや、底部が湧水

層に達 していることなどか ら、廃絶された井戸である可能性がある。

S K203

平面形は長辺87cm以上 。短辺約82cmの不定形を成 し、深さ 8 cmを 測る。断面皿状で、埋土は

灰青色粘土混 じリシル トである。遺物は出土 していない。

S K204

平面形は一辺約65cmの方形を呈すると考えられ、深さ約 8 cmを 測 り、埋土は淡褐色粘質 シル
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1 暗掲灰色砂質土

2褐灰色砂質土

3灰黄掲色砂質土

4黄褐色砂質土

5褐灰色砂質土

粘土をブロック状に含む

6淡褐灰色粘質シル ト

7灰青色細砂混じり粘質シル ト

8黄灰色粘質シル ト

9褐灰色細砂混じり粘質土

10淡褐灰色微砂混じり粘土

11淡掲灰色粘質ンル ト

12淡灰色粘質シル ト

A62m

0          1m

―
第7図 SK202平・断面図 (S=1/50)

o                                 2

＞
‐（ピ
ピ
増

1 灰黄色粘質シル ト (第 1次面溝埋■)

2灰青色粘質シル ト
3黄掲色細砂混じり粘質土
4暗褐灰色粘質ンル ト (炭含む)

5黄褐灰色細砂混じり粘質シル ト
6黄灰褐色細砂混じり粘土

7暗掲灰色微砂混じり粘上
8褐灰色微砂混じり粘土
9黄褐色粘質シル ト
10暗褐色粘質シル ト (炭含む)

11淡褐灰色粘質シル ト
12暗黄掲色細砂混じり粘質シル ト

第 8図  SK205・ 206、 S D203平・断面図 (S=1/50)
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卜である。南西部はS D203に 削平されている。出土遺物には器種不明の (1)がある。

S K205

調査区南端で検出した平面不定形の土坑で、規模は南北2,7m以上、東西20m以上、 深 さ約

20cmを測る。東側はS K2061こ よって削平されており、また北側はS D203と 連続するが、切 り

合い関係は不明である。底部には凹凸があり、二か所で溝状の落ち込みがみられた。埋土は黄

褐灰色系の粘質シル ト～粘上である (第 8図 )。 出土遺物から、時期は古墳時代前期 (庄 内式

期)と 考えられる。

S K206

調査区南東角で検出した土坑で、北端で S D203を切っている。規模は南北18m以上 。東西

17m以上 。深さ約30cmを 測る。底部には凹凸があり、また直径約55 cm。 深 さ約 8 cmを 測 る円

形の浅い土坑状の落ち込みがみられた。埋土は上か ら黄褐灰色系の粘質 シル ト～粘上 であり

(第 8図 )、 第 4層 に土器・炭が多 く含まれている。出土遺物 (4～ 11)か ら、時期は古墳時代

前期 (庄内式期)と考えられる。

なお断面観察から当遺構は竪穴住居になる可能性があり、昭和57年度第11次調査のS12に

0                        20 cm

第 9図 出土遺物 (S=1/4)
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連続する可能性がある。

S D202

調査区北東角で検出した北西一南東方向の溝で、北部は後世の撹乱により削平され、南部 は

調査区外に続 く。規模は検出長約36m。 幅約1.8m・ 深さ約50cmを測る。断面逆台形を呈 し、

底部はベースの湧水層に達 している。埋土は上層が灰褐色系の砂混 じり粘土～粘質土、下層が

淡灰青色細砂混 じり粘質シル トである。遺物は上層部から完形に近い甕等 (12～ 15)が 出土 し

ており、時期は古墳時代前期 (庄内式期新相)に比定される。

なお当溝は、東側の第11次調査のSD2に 連続するものと考えられ、長さ22m以上の直線的

に伸びる溝となる。

S D203

調査区南東角で検出した北西―南東方向の溝で、南部はS K206に削平され、調査区外 に続

いている。検出長約4,2m・ 幅25cm～ 55cm・ 深さ 6 cm～16cmを 測 り、底部の レベルは北西部 が

深 くなっている。断面逆台形を呈 し、埋土は明褐灰色微砂混 じり粘土である。

S D204

調査区南西角で検出した北東―南西方向の溝で、南部は調査区外に続いている。規模は検出

長約30m。 幅0.6～ 1.Om e深 さ約20cmを測る。断面逆台形を呈 し、埋土は黄灰色粘土混 じリシ

ル トである。遺物は上層部から完形に近い甕 (3)が出土 しており、時期は古墳時代前期 (庄

内式期)と考えられる。

S P201^″ 210

S P201～ 2031よ一列に並んでおり、柱間距離は約1.5mを測る。掘立柱建物等を構成す る柱

穴である可能性がある。他のピットには規則性は認められない。各 ピットの法量等は表 2に ま

とめた。

SP 長辺×短辺×深さ (cm) 埋土 (上から)

①②  ①灰青色粘土混じリシルト

③   ②灰黄色粘土

④⑤  ③灰黄青色粘土混じリシルト

⑥   ④暗青灰色微砂混じり粘土

⑦   ⑤暗灰黄色粗砂混じり粘土

⑦   ⑥褐灰色砂質土

⑦   ⑦灰褐色細砂混じり粘質土

⑦③  ③灰色粗砂

③   ③灰青褐色粘質シルト

⑩   ⑩淡褐色粘質シルト

表 2 第 2次面ピット (S P201～210)法量表

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

不整円形

不整円形

楕 円 形

楕 円 形

楕 円 形

楕 円 形

楕 円 形

長 円 形

楕 円 形

楕 円 形

30× 27× 17

45× 39× 32

29× 19× 17

30× 23× 6

36× 25× 9

30× 24× 10

29× 19× 6

59× 24× 14

33× 20× 16

33× 22× 13
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①
‐４

V 東郷遺跡第35次調査

0            1m

A′

呻機

＼
17_ 60A

1灰褐色細砂混じり粘質土
2明灰色掲色細砂混じり粘土
3灰褐色粘土
4暗灰色細砂混じり粘質土
5淡灰青色細砂混じり粘質ンル ト

第10図  S D202平 。断面図 (S=1/30)

第11図  SD202出土遺物 (S=1/4)

9                          20cm
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第 4章 出土遺物観察表

口巧
口巧

番
番

物
版

遺
図 器 種 出土地点

法量 (cln)

(復元値)

径
高

口
器

色調 外
内

胎   土 焼成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴
存
考

残
備

弥生

回縁部
S K204

(108)
暗茶色 やや粗 良好 ナデ。

1/4

反転

2 土師器

甕
S D104

(148)
黄褐色 密 良好 口縁部ナデ。肩部内面ヘラケズリ。

%

反転

3

四

土師器

甕
S K204

最大径
明茶色 やや粗 良好

日縁部 ヨヨナデ。
底体部外面ハケ、
付着。

０燦
デ
面

ナ
外

輌
邸

キ
リ

タ
ズ

タ
ケ

面

ラ

外

ヘ

部
面

一眉
内

/4

-部反転

土師器

甕

Ｋ

Ｋ
(136)

灰茶色 やや粗 良好

日縁部ナデ。底体部外面ハケ、内面ナデ。内外

面煤付着。

%

灰転

5 土師器

甕
S K206

(134)

最大径  183
茶褐色 密 良好

回縁部 ヨコナデ。底体部外面ハケ、内面ナデ。
煤付着。

%

反転

6 土師器

甕

S K205
S K206

(146)
暗褐色 密 良好 日縁部外面ハケ。頸部外面ナデ。

%

反転

7 土師器

甕

Ｋ

Ｋ
(122)

乳茶色 やや粗 良好 日縁部 ヨコナデ。肩部内面ヘラケズ リ

1/s

反転

８

　

四

土師器

高杯
S K206

(131)
淡茶色 やや粗 良好 口縁部内面 ヨコナデ。脚柱部内面ナデ。

杯部%

一部反転

９

　

四

土師器

高杯
S K206

茶褐色

乳灰褐色
密 良好 ナデ後ヘラミガキ。 ほぼ完形

10

四

土師器

高杯

Ｋ

Ｋ
(225)

赤茶色 やや粗 良好 ナデ後外面ヘラミガキ。 Hと 同一個体。

3/4

-部反転

11

四

土師器

高杯

Ｋ

Ｋ

脚底径  154
赤茶色 やや粗 良好 留僣腎乳FttE占三泊森Fし

ばり目。脚部3方 2/8

-部反転

12

四

土師器

甕
S D202

182

最大径 (240)
黄茶色 やや粗 良好 呂絡賛ヲ屏奏下:篠報織露欠多声妹吾藻待磐を

体部 %欠損

一部反転

13

四

土師器

甕
S D202

175

最大径  (196)
黒褐色 密 良好

回縁部 ヨコナデ。体部外面 タタキ後下半ハケ、
内面ヘラケズリ。

体部 1/2欠干

一部反転

14

四

土師器

壷
S D 202

底 径

黒灰色 やや粗 良好 底体部ヘラミガキ。底部外面ハケ。
三部 1/2

-部反転

土師器

壺
S D 202

底径

乳黄茶色 やや粗 良好 題苧昇F辛圧,、炉算謹簸雫含子募Fキ
内ヽ面上豪部のみ

一部反転
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V 東瓢罐勘噛鵠駐火調査

第 5章 まとめ

今回の調査では、竪末住居う薄等の古墳時代前期の集落遺橋.を確認した。1東側に隣接する.第

11次調査では竪穴注居6棟、南西た約40m2第,次調査で,よ竪穴住底2旗■縮立柱建物10棟が

確認されており、これらの成果からも予測されて |ヽヽ たものである.。 第3友調査の南側にあたる

第10次調査では商東=北西方向り河ナIIが襟LH 3れでをり、この北側に|1居住域が広がっているよ

,であお。

なお今回検出きれた竪穴住居は、周辺の調査のものに比してやや小規模なものであるととヽえ

る。またS,202-につ―いては、北東部第二次調査で約7mの FHE隔をoっ て平行する同規模の躊

が検出されており、こ.れ らは層住域を区画する溝である可能性が考えられる.。

参考文献

1当調査研究会「八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 8BrRむ3年度 I,潮醐魏相 1989

観 )八嘉市文化財難鋤協絵諏告17

-113-





図 Ⅶ



南区 第 1次面全景 (東から)

南区 第 2次面全景 (東から)



南区 第 2次面全景 (北から)

SD204西壁遺物 (3)出土状況 (東から)
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査 (Y S 86-7)



1.

1.

1.

1.

例 口

本書は八尾市木の本110で実施した仮称第 2大正小学校建設事業に伴 う発掘調査の報告で

ある。

本書で報告する八尾南遺跡第 7次調査 (Y S86-7)の 発掘調査業務は、財団法人八尾市

文化財調査研究会が八尾市長山脇悦司から委託を受けて実施 したものである。

現地調査は昭和62年 2月 10日 から同年 7月 8日 にかけて、西村公助を担当者として実施 し

た。調査面積約3043 Efを 測る。なお調査においては麻田優・岡田聖一 。珂琳 智恵・田村文・

前田洋介・ 山口ひろみ・武田正泰 。小西博樹・岡田清―が参加した。

内業整理は、現地調査終了後実施し平成 6年 3月 31日 に完了 した。

本書作成に関わる業務は、遺物実測―中西明美 。西村和子、図面 レイアウト、 トレースー

西村 (公)。 中西 。西村 (和)・ 森下玲子・能勢尚樹、遺物写真撮影―西村 (公)が行った。

本書の執筆および編集は西村 (公)が行った。
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

第 1章 はじめに

第 1節 地理・ 歴史的環境

八尾南遺跡は南から伸びる羽曳野丘陵の先端 (河内台地)と 河内平野が融合する部分に位置

しており、現在の行政区画では若林町・西木の本一帯にある。

西隣に位置する大阪市長原遺跡は地域の違いによって名称を異にしているだけで、当遺跡と

は同一の遺跡と考えられる。当遺跡周辺には、東に木の本遺跡、西に長原遺跡 (大阪市)・ 瓜

破遺跡 (大阪市)、 北には城山遺跡 (大阪市)・ 亀井遺跡等が位置 しており、南には太田遺跡・

大正橋遺跡、大和川を挟んで小山遺跡 (藤井寺市)・ 津堂遺跡 (八尾市 。藤井寺市)がある。

当遺跡は、昭和53～54年度に八尾南遺跡調査会が実施 した発掘調査の結果から、長原遺跡と

ともに旧石器時代～鎌倉時代の複合遺跡として認識された。この調査以後、当遺跡範囲内では

開発件数が増加 しており、平成 5年度までに、当調査研究会によって計19件の発掘調査が実施

されている。また、当遺跡内では大阪府教育委員会や八尾市教育委員会でも数件の調査を行なっ

ており、それらの結果、旧石器時代から江戸時代に至る遺構が検出されている。

参考文献

・八尾市役所「八尾市史」1958

・八尾南遺跡調査会 「八尾南遺跡」一大阪市高速電気軌道2号線建設に伴う発掘調査報告書-1981.

3

・財団法人 八尾市文化財調査研究会「八尾市埋蔵文化財発掘調査概要」 昭和59年度 Ⅱ八尾南遺跡

発掘調査概要報告 1985 (財)八尾市文化財調査研究会報告 6

・財団法人 大阪市文化財協会「長原遺跡発掘調査報告書Ⅲ」 19833

第 2節 調査 に至 る経過

八尾南遺跡は大阪府八尾市の南部に位置しており、現在の行政区画では若林町・西木の本一

帯の東西約800m。 南北約1500mの 範囲にある。第 1表 と第 1図に示したように地下鉄谷町線

八尾南駅建設以後、当駅を中心に、ビル建設・下水道工事等の開発が多く、それに伴う発掘調

査も多く行なわれている。このような情勢下、八尾市から木の本110に おいて小学校新設の計

画書が八尾市教育委員会文化財課に提出された。当文化財課では、計画地が八尾南遺跡の遺跡

範囲内にあることから建設に先だって試掘調査を実施した。その結果、古墳時代の包含層を確

認 したことから、当調査研究会へ全面発掘調査が依頼されたものである。今回の調査地は、八

尾南駅の北東側約150mに 位置し、八尾南遺跡推定範囲内の北東部にあたる。調査は仮称第 2

大正小学校建設事業に伴うもので、当調査研究会が八尾南遺跡内で実施 した第 7次調査 (YS
86-7)である。
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法 と経過

調査は校舎・体育館建設予定地であり、この予定地に4箇所 (第 1区～第 4区)の調査区を

設定した。各調査区の面積は、第 1区 921だ 。第 2区 630ぽ・第 3区 678∬ 。第 4区 814

♂である。調査においては、八尾市教育委員会の試掘調査の結果に基づいて、現地表下0.8m

までを機械掘削し、以下の各層については人力掘削を実施 した。調査地での地区割は、国土座

標の軸にあわせ、調査地の北西側に基準点 (国土座標のX:-155.525000 Y:-37.950000)

を置き、この基準点から東へ140m・ 南へ60m、 にわたって設定した。一区画の単位は10m四

方で、基準点から東西方向は算用数字 (西から1～ 14)、 南北方向はアルファベット (北 から

a～ f)で示 した。地区別の表示は、一区画の南東隅に交差する線を用い、 la～ 14f区、と

呼称 した。

掘削に際しては、現地表下0.8m前後に存在する盛土及び旧耕土を重機で排除 し、以下は層

理に従って人力掘削を実施 した。その結果、現地表下1.12m(標 高91m)に 存在する第 5層

上面 (第 1面)で平安時代後期から鎌倉時代の遺構を検出した。またこの面より0,32m下 の第

8層上面 (第 2面)で古墳時代後期の遺構を検出した。またこの面より024m下の第10層 [第

4区はa層]上面 (第 3面)で古墳時代中期～後期の遺構を検出した。また第 4区ではこの面

より0.14m下の第10層 と第11層 の上面 (第 4面)で古墳時代前期の遺構を検出した。

地図番号 調 査 機 関 略 号 調査年度 住  所 備  考

① lml八尾市文化財調査研究会 Y S83-02 昭和58年度 若林 1丁 目49

② 側八尾市文化財調査研究会 Y S84-03 昭和59年度 西木の本 4丁目4

③ 側八尾市文化財調査研究会 Y S84-04 昭和59年度 西木の本 1丁 目63

④ 側八尾市文化財調査研究会 Y S86-06 昭和61年度 西木の本 3丁 目

⑤ 側八尾市文化財調査研究会 Y S86-07 昭和61年度 木の本110 今回の調査

⑥ 側八尾市文化財調査研究会 Y S87-10 昭和62年度 西木の本 4丁目4

⑦ lMl八尾市文化財調査研究会 Y S87-11 昭和62年度 西木の本 1丁目48

⑥ 側八尾市文化財調査研究会 Y S89-16 平成元年度 西木の本 1丁 目他

③ all八尾市文化財調査研究会 Y S92-18 平成 4年度 西木の本 3丁 目

⑩ 側八尾市文化財調査研究会 Y S93-19 平成 5年度 西木の本 4丁目4

① lMl八尾市文化財調査研究会 昭和63年度 長吉川辺 3丁目

⑫ 長 原 遺 跡 調 査 会 昭和53～54年度 長吉川辺 3丁 ロユ

⑬ 八 尾 南 遺 跡 調 査 会 昭和53～54年度 木の本・若林町

⑭ 八尾市教育委員会文化財課 昭和56年度 西木の本 4丁 目11

⑮ lVll大 阪 市 文 化 財 協 会 N G82-26 昭和57年度 長吉長原東 3-14

第 1表 八尾南遺跡および長原遺跡発掘調査一覧表
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第 2図 調査区設定図
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

第 2節 基本層序

旧八尾空港建設時のコンクリー ト基礎により、堆積土が壊されている部分が多少存在 してい

たが、それ以外は比較的安定 した本来の堆積上の状況が確認できた。 ここでは、北壁面を基本

層序とした。

1)第 1区～第 3区 (第 3区北壁面)

第 1層 盛土 (現地表面標高 10.1～10.2m)層厚0.6m前後。

1ン ヵクラン (旧八尾空港建設時のコンクリー ト基礎等)。

第 2層 褐色～淡灰茶色細砂混粘質土。 層厚0.1～ 0.2m。 (十日耕作土)。

第 3層 灰褐色砂粘質土。層厚0.3m。

第 4層 淡黄褐色細砂。層厚0.1～0.4m。 調査区全域に広がっている第 5層 の水田土層を覆

う洪水等の要因で堆積 した土層である。

第 5層 灰色粘土。層厚 0。 1～0,3m。

上面は第1面である。

第 6層 淡黄灰色細砂混粘土。層厚0,1～0.2m。

第 7層 淡灰色シル ト混細砂。層厚0.lm。 調査区全域に広がっている第 8層 の水田土層を

覆う洪水等の要因で堆積 した土層である。

第 8層 濃灰色粘土。層厚0.1～0.3m。

上面は第 2面である。

第 9層 淡灰黄色微砂シル ト。層厚01m。 調査区全域に広がっている第10層 の水田土層を

覆う洪水等の要因で堆積 した土層である。

第10層 暗灰色粘土。層厚0.lm。 上面は第 3面である。

10ン  シル ト混粘土。

第H層 灰青色粘土。層厚0.2～ 0.3m。

11ン  シル ト混粘土。

第12層 暗灰色 シル ト混粘土層厚0.2m以上。

2)第 4区 (第 4区北壁面)

第 1層 盛土 (現地表面標高10.1～10.3m)層厚0.4～ 0,9m。

1カ  カクラン (旧八尾空港建設時のコンクリー ト基礎等)。

第 2層 褐色～淡灰茶色細砂混粘質土。層厚0.1～ 02m。 (旧耕作土)。

第 3層 灰褐色砂粘質土。層厚0.1～ 0.4m。
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第 4層 淡黄褐色細砂。層厚0.2～0.3m。 調査区全域に広がっている第 5層の水田土層を覆

う洪水等の要因で堆積 した土層である。

第 5層 灰色粘土。層厚0.2～0.44。

上面は第1面である。

第 6膚 淡黄灰色細砂混粘土。層厚0.1～0.2m。

第 7層 淡灰色シル ト混細砂。層厚0.1～0.2m。 調査区全域に広がっている第 3層 の水田土

層を覆う洪水等の要因で堆積 した土層である。

第 8層 濃灰色粘土。層厚02～ 0.3m。

上面は第 2面である。

第 9層 淡灰黄色微砂シル ト。層厚0,lm。 調査区全域に広がっているa層 の水田土層を覆

う決水等の要因で堆積した土層である。

a 層 暗褐灰色粘土。層厚0.1～012m。 上面は第 3面である。

a´ 層 暗灰黒色粘土 (炭含む).。 層厚01～ 0.3m。

b 層 灰青色シル ト。層厚0.1～0.4m。

b´ 層 細砂。層厚0.lm。

C 層 淡灰色シル ト。層厚0,1～0.4m。

C´ 層 細砂。層厚0。 lm。

b～ C´ 層は調査区全域に広がっている第H層の水出土膚を覆 う決水等の要因で堆積した土

層である。

第19層 暗灰色粘土。層厚0,1～0.3m。

上面は第 4面である。

第11層 灰青色粘土。層厚0.1～0.3m。

第12層 暗灰色シル ト混粘土。層厚0。 lm以上。
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

第 3節 第 1区～第 3区検出遺構・ 出土遺物

現地表下約10m(標高90～ 9,lm)前後に存在 している第 5層上面で平安時代後期から鎌倉

時代の水田14筆・溝 1条 (SD-101)を検出した (第 1面 )。 また、 この面より約0.3m下層

の第 8層上面で古墳時代後期の水田20筆・溝10条 (SD-201～ SD-210)を 検出した (第 2

面)。 さらにこの面より約0.3m下層の第10層上面で古墳時代中期から後期の水田47筆を検出し

た (第 3面 )。

1)第 1面 [第 5層上面検出遺構]

水田 (水田101～水田114)

水田は第 5層上面で検出した。調査地は志紀郡条里に位置しており、条里制地割に合致して

いる。水田耕作土である第 5層 は、洪水の砂層 (第 4層)で ほぼ全面覆われている。耕作面に

は第 4層を埋土とする足跡群、および類似する凹みが全面に分布していた。第 5層 は厚いとこ

ろで0.3m、 薄いところで0.lmを測る。

遺構番号 区 地 区 平面形状 東西 居自】ヒ 面積 ポ

水 田 1 3d e 南北に長い 長方形 28.62+α

水田 1 3e f 南北に長い 長方形 329+α

水田 1 3 4d e 東西に長い 長方形 105.6+α

水田 1 3 4e f 東西に長い 長方形 11284+α

水田 1 5d e 南北に長い 長方形 3869+α

水田 1 4 5e f 南北に長い 長方形 6111+α

水 田 1～ 2 5～ 8c～ e 東西に長い 長方形 44196+α

水田 1～ 2 5～ 8e f 東西に長い 長方形 255 255+α

水田 7 8b.c 南北に長い 長方形 11685+α

水田 0 2～ 3 5～ 7b c 東西に長い 長方形 20655+α

水田 l 3～ 5b c 東西に長い 長方形 25688+α

水田 2 3c d 正方形 58+α

水田 3 3 2b c 三角形 3744+α

水田 4 3 1 2c 三角形 1914+α

第 2表 第 1区～第 3区第 1面水田一覧表

遺構番号 区 地 区 方  向 総 長 最大基底幅 最小基底帳 我大上帳 衰小上幅 高  さ

畦畔101 1 3 4e 東西

畦畔 1 3e f 南ゴヒ

畦畔 1 4  5e 東西 1

畦畔 1 4e f 居百】ヒ

畦畔 1 4 5d e 肩旨EIヒ

畦畔 1 5e f 南ゴヒ 1

畦畔 2 7c 東西

畦畔 3 5b c 南】ヒ

畦畔 3 3  4c 東西

畦畔 11 3 2 3b c 南】ヒ 11

第 3表 第 1区～第 3区第 1面畦畔一覧表
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畦畔は南北 。東西方

向に伸び検出している。

畦畔間の距離は東西方

向が 2～ 24m間隔、南

北方向が16m間隔であ

る。畦畔の断面は台形

で基底幅0.2～ 2.3m、

上幅0。 1～ 1.lm、 耕作

面からの高さ0.1～ 0.2

優糧亀望生基ξ僧1 43講ゝ,聰離庁(纂詈
)

0 lm

第 4図 畦畔 109 断面図

mあ り、特に幅が広いもの高いものは存在 しなかった。畦畔の堆積土は、灰褐色シルト混粘土

である。

水田102が もっとも高く標高9,18mを測り、水田は北東に下がっている。最 も低いものは水

田111で標高8.92mを測る。水田比高は0.26mを測る。各水田は南北方向に長い。隣合う各水

田の耕作土面の平均標高差は0.05m前後のものがほとんどである。畦畔を挟む両側で極端に低

くなるような顕著な段を呈するものはなかった。

調査地の西側の水田101・ 水田102・ 水田113よ り西では溝 (SD-101)を検出した。水田よ

り溝が0.03m高 く、この溝は取水の機能を持ったものと考えられる。

なお、後世 (特に八尾空港の格納庫を建設時)の掘削により水田および畦畔は一部で検出し

ていないが、本来は水田が連続 し存在していたと考えられる。 [各水田・ 各畦畔の規模は第 2

表 。第 3表に示す。また各水田の標高は第 5図～第 7図に記入した。]

SD-101

1～ 3a～ fで検出した。南北方向に伸びる。幅90m・ 深さ0.4mを測る。埋土は上から灰

褐色細砂混粘土.灰褐色シルト混粘質土.灰色微砂混粘土。 暗灰色細砂混粘土.淡褐色細

砂である。溝内からは黒色土器椀 (1～ 4)、 土師器杯 (5)・ 皿 (6・ 8～ 14)・ 椀 (7)、 瓦

器椀 (15～ 19)・ 皿 (20)が出土した。

水田上面を覆う第 4層からは、黒色土器椀 (21)、 土師器皿 (22)・ 甕 (23)・ 椀 (24)、 瓦器

椀 (25・ 26)が 出土 した。
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

一
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第 6図 第 2区第 1面平面実測図
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水口内の数字は標高 (単位TP+“ )

第
'図

 第3区第 1面平面実測図
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査
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2)第 2面 [第 8層上面検出遺構]

水田 (水田201～水田220)

第 8層上面で検出した。水田耕作土である第 8層 は第 7層に覆われている。耕作面には第 7

層を埋土とする足跡群、および類似する凹みが全面に分布していた。第 8層 は厚いところで04

m、 薄いところで0.lmを

E
測る。          W

畦畔は南北 。東西方向に

伸び検出している。畦畔間

の距離は東西方向が6.5～

13m間隔、南北方向が 9～

11.5m間隔である。畦畔の

断面は台形で上幅0.1～ 2.0

m、 下幅0.4～ 2.4m耕作面

からの高さ0.1～0.2mあ り、

を塗優色雑圭(第 8層 )

3淡灰黄色微砂ンル ト (第 9層 )

B
B′

TP+87m

第9図 畦畔201 断面図

特に幅が広いもの高いものは存在 しなかった。畦畔の堆積土は淡

灰色粘上である。

水田209が もっとも高く標高8.86mを測る。水田は北西に下がっている。最 も低いものは水

田217で標高863mを測る。水田の比高は023mを測る。各水田は南北方向に長い。隣合 う各

水田の耕作土面の標高差は0.01～ 0,06mである。畦畔を挟む両側で極端に低くなるような顕者

な段を呈するものはなかった。

水田内では畦畔に平行する形で溝 (SD-201～ 209)を検出した。ほとんどが畦畔を切って

おり、取り

'水

の為に一時的に掘られたものと考えられる。また調査区の西側ではやや幅の広い

溝 (SD-210)を検出した。水田より溝が0.lmと 低く、この溝は排水の機能を持ったものと

考えられる。 [各水田・畦畔の数値は第 4表・第 5表に示す。また各水田の標高は第11図～第13

図に記入 した。]

水田上面を覆う第 6層からは、須恵器甕 (27・ 31)、 土師器皿 (28)。 杯 (30)・ 甕 (32)、 黒

色土器椀 (29)、 瓦器椀 (33・ 34)が、第 7層からは黒色土器椀 (35～ 38)、 土師器皿 (39～ 40・

杯 (45・ 46)・ 甕 (47～ 49)、 須恵器鉢 (50)・ 壷 (51)が 出土した。
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

遺構番号 区 地 区 平面形状 東西 南】ヒ 面積 ポ

水田201 1 2.3d～ F 南北に長い 長方形 357+tv
水田202 1 3 4d～ f 南北に長い 長方形 102 178 176+α

水田203 1 4.  5e.  f 南北に長い 長方形 102 108 H025+α
水田204 1 4. 5d. e 東西に長い 長方形 588+α
水田205 1 5. 6d. e 東西に長い 長方形 63+α

水田206 ユ 5, 6e. f 東西に長い 長方形 139 102 11934+α
水田207 1～ 2 6. 7f 三角形 6 3+α
水田208 1～ 2 6～ 8d. e 東西に長い 長方形 132 125+α

水田209 2 8e. f 南北に長い 長方形 2 15+ α

水田210 1～ 2 6～ 8d e 東西に長い 長方形 18975+α
水田2 1 2～ 3 5～ 8c d 東西に長い 長方形 105 140+α

水田2 2 2 7 8b c 東西に長い 長方形 642+α
水田2 3 2～ 3 6 7b c 南北に長い 長方形 67+α

水田2 4 5 6b c 東西に長い 長方形 102 70+α

水田2 5 東西に長い 長方形 875+α
水田2 6 3 4 5b c 東西に長い 長方形 57 39+α

水田2 7 3～ 5b c 東西に長い 長方形 127 102+α

水田2 8 3 3b c 南北に長い 長方形 10 9 33+α

水田219 3 2 3b c 南北に長い 長方形 137 30+α

水田220 3 1～ 3b c 東西に長い 長方形 124 315+α

第 4表 第 1区～第 3区第 2面水田一覧表

遺構番号 区 地 区 方 向 総 長 我大基底幡最小基底幅 衰大上幅1最小上幅 言
司 さ

畦畔201 3d～ f 君葛耳ヒ 152 1

畦畔202 4d～ f 南】ヒ 178 12

畦畔203 45e 東西 113 11

畦畔204 5e F 居葺】ヒ 10 3 15

畦畔205 5d e 南北 1

畦畔206 5 6e 東 西 7 17

畦畔207 6d e 南】ヒ

畦畔208 6e f 南】ヒ 1 01

畦畔209 1～ 2 6 7f 東西

畦畔2 0 1～ 2 6～ 8e 東西 155

畦畔2 1 2 7 8e f 南】ヒ

畦畔2 2 2 7 8d 東西

畦畔2 3 東西 1

畦畔2 4 7 8c 東 西

畦畔2 5 7b c 南】ヒ

畦畔2 6 2～ 3 5～ 7c 東 西 173 1

畦畔217 3 6b c 南】ヒ lユ

畦畔218 3 5b c 南ゴヒ

畦畔219 3 南北 12

畦畔220 3 4b c 肩可耳ヒ

畦畔221 3 南北 1

畦畔222 3 3b c 南】ヒ

畦畔223 3 3c d 南北 16

畦畔224 3 3b c 南北 01

畦畔225 3 2 3b c 南】ヒ 5 2

第 5表 第 1区～第 3区第 2面畦畔一覧表
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第10図 第 6層 (27～ 34)第 7層 (35～ 51)出土遺物実測図

SD-201

2.3b～ fで検出した。溝は、水田201・ 水田202と 水田219・ 水田220の 間を南北方向に伸 び

る。幅6.0～ 7.Om・ 深さ02nを測る。埋土は上から灰色シル ト・細砂で埋没 しており、恒に水

が南か ら北へ流れていたと推測される。溝内からは土師器の破片が少量出上 した。 この溝の東

側は水田202よ り0.lm低 く、また水田219よ り004m低 く水田202と 水田219か ら排水を行な う

(〔

iiiiii::::::::::::::::::::::::::::::|::::::::::::::~i::::::::::::iiii'IIII          

｀`ヽヽここΞEEl_:ΞΞΞEEl_:!J!!]lllIII'':1
20cm
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

機能を持っている。

SD-202

5.6fで検出 した。東西方向に伸びる。幅0.5m・ 深さ0.lmを測る。埋土は上か ら灰色シル ト

である。溝内からは土師器の破片が少量出土 した。溝は西で畦畔204を切 っており水田203か ら

水田206へ水を流すために一時的に掘 られたものと推定される。また東でSD-203と合流 して

いる。

SD-203

6d～ fで検出した。南北方向に伸び、北で西方向に折れ曲がる。幅0.5m・ 深 さ0.lmを測

る。埋土は灰色シル トである。溝内からは土師器の破片が少量出土 した。溝は南で SD-202
と合流 している。

SD-204

7.8dで検出 した。東西方向に伸びる。幅0.4m・ 深さ01mを測る。埋土は灰色シルトである。

溝内からは土師器の破片が少量出土 した。溝は畦畔212と 畦畔213を切っており、水田210か ら

水田211へ水を流すために一時的に掘 られたものと推定される。

SD-205

7.8dで検出 した。東西方向に伸びる。幅0.2～ 1.Om・ 深さ01mを測る。埋土 は灰色 シル ト

である。溝内か らは土師器の破片が少量出土 した。

SD-206

5～ 7Cで検出した。東西方向に伸びる。幅03m・ 深さ0.lmを測る。埋土は灰色 シル トで

ある。溝内か らは土師器の破片が少量出土 した。西で SD-207と合流 している。 この溝は水

田211内の北側で掘 られており、同水田内の水はけを良 くするために一時的に掘 られたものと

推定される。

SD-207

5Cで検出した。南北方向に伸びる。幅04m・ 深さ01mを測る。埋土は灰色ンル トである。

溝内からは土師器の破片が少量出上 した。北でSD-206と 合流 している。

SD-208

4～ 6Cで検出した。東西方向に伸びる。幅0.4m・ 深さ0.lmを測る。埋土は灰色 シル トで

ある。溝内からは土師器の破片が少量出土 した。

SD-209

45b Cで 検出した。溝の東側で南北方向伸びた後、西に直角に折れ曲が り、東西方向に

伸び、西側で再び南北方向に伸びる。幅0.4～0.8m・ 深さ0,lmを測る。埋土は灰色 シル トであ

る。溝内からは土師器の破片が少量出土 した。この溝は水田217の北側と水田219の東側に掘 ら
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れており、同水田内の水はけを良 くするために一時的に掘 られたものと推定される。

SD-210

23bで検出した。東西方向に伸びる。幅04m。 深さ01mを測る。埋土は灰色シル トである。

溝内からは土師器の破片が少量出土 した。
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W 八尾南遺跡第 7.次調査
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

3)第 3面 [第 10層上面検出遺構]

水田 (水田301～水田347)

第10層上面で検出した。水田耕作土である第10層 は第 9層に覆われている。耕作面には第 9

層を埋土とする足跡群、および類似する凹みが全面に分布していた。第10層 は厚いところで0.3

m、 薄いところで0.2m

を測る。

畦畔は南東から北西方

向と南西から北東方向に

伸び検出した。検出した

畦畔は、南東から北西方

向に伸びるものがほぼ直

線であり、長いものが多

い。 この畦畔に直角に付

TP+84m

第14図 畦畔 308 断面図

く南西から北東方向に伸びるものは、直線であるが、それぞれは短い。畦畔間の距離は南西か

ら北東方向が35～9.5m間隔、南東から北西方向が35～ 13.5m間 隔である。畦畔の断面は台形

で上幅01～ 10m、 基底幅02～ 1.2m、 耕作面からの高さ0,1～ 0.2mあ り、特に幅が広いもの高

いものは存在 しなかった。畦畔の堆積土は灰色粘上である。

各水田の方向は南東から北西方向に長い長方形を呈するものが多 く、他に正方形のもの、台

形のものがある。水田の標高は水田319が もっとも高 く標高8.58mで、北西へ下が っている。

最も低いものは水田306で標高833mを測る。水田の比高差は0.25mで ある。隣合 う各水田の

耕作土面の標高差は0.01～006mで ある。畦畔を挟む両側で極端に低 くなるような顕者な段を

呈するものはなかった。 [各水田・畦畔の数値は第 6表と第 7表に示す。 また各水田の標高は

第16図～第18図 に記入 した。]

第15図 第11層 (52・ 53)出土遺物実測図

C  NW E c′

灰色粘土

暗灰色粘土 (第 10層 )

灰青色粘土 (第 11層 )
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第11層 内からは弥生時代後期の壷 (52)、 弥生時代後期から古墳時代前期の甕 (53)が出土

した。

-144-―



Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

遺構番号 区 地 区 平面形状 東西 南北 面積 ポ

水田301 三角形 369+α
水田302 2.3e.f 南東一北西に長い 長方形 10 5 10 7 645+α
水田303 三角形 3 87+α
水田304 2～ 4e. f 南東―北西に長い 長方形 10 7 62295+α
水田305 3. 4f 三角形 837+α
水田306 3d. e 南東一北西に長い 長方形 103 4634+α

水田307 3,4e.f 南西一北東に長い 長方形 11

水田308 3.4e.f 南東―北西に長い 長方形 104 126 72 55

水田309 4. 5f 三角形 17575+α

水田310 3. 4d. e 南東―北西に長い 長方形 2194+α

水田311 4. 5e. f 南東―北西に長い 長方形 10.8

水田312 5 6e f 南東―北西に長い 長方形 ■ 4 5865
水田313 5 6f 台形 1633+α

水田3 1～ 2 6 7f 三角形 3515+α
水田3 1 4 5d e 三角形 672+α
水田3 1 5 6d e 正方形 5161+α
水田3 7 1 5 6e f 南東―北西に長い 台形 109 495
水田318 1～ 2 6.7e F 南東―北西に長い 台形 54.375

水田3 2 7  8f 南東―北西に長い 長方形 387+α
水田320 1～ 2 6 7d e 南東―北西に長い 長方形 135 7785+α
水田321 2 7 8e F 南西―北東に長い 長方形 10 6 9 3825

水田322 2 7.8e f 三角形 6 27+α

水田323 2 7 8d e 三角形 1978+α

水田324 2 7. 8d 正方形

水田325 2～ 3 6 7c d 南東―北西に長い 長方形 10 3 5115

水田326 2 8d 南東一北西に長い 長方形 2 468+α
水田327 2 7 8c d 南西―北東に長い 長方形 2172+α

水田328 2 7 8b c 三角形 1125+α

水田329 2 7 8b 三角形 161+α

水田330 2～ 3 6～ 8b,c 南東―北西に長い 長方形 135 8775+α
水田331 2～ 3 6 7b 南東一北西に長い 長方形 261+α
水田332 7b 三角形 2 272+α
水田333 6b c 正方形 3025
水田334 5 6b,c 南東一北西に長い 長方形 8 269+α
水田335 5 6c 三角形 14025+α

水田336 5 6b c 正方形

水田337 4 5b.c 南東一北西に長い 長方形 275+α
水田338 4 5c 三角形 18+α

水田339 4 5b c 南東一北西に長い 長方形

水田340 4b 三角形 2 35+α
水田341 3 4b.c 南東一北西に長い 長方形 10,8 4575+α

水田342 3 2～ 4b c 南東一北西に長い 長方形 4117+α
水田343 3 2  3b～ d 南東一北西に長い 長方形 146 10.6 772+α
水田344 3 1 2b c 南東一北西に長い 長方形 105 44+α

水田345 3 1  2b c 三角形 33+α

水田346 3 lb 三角形 065+α
水田347 1 5 6d e 三角形 45+α

第 6表 第 1区～第 3区第 3面水田一覧表
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遺構番号 区 地 区 方 向 総 長 最大基底幅 最小基底幅 我大上幅 最小上幅 下
『 さ

畦畔301 南東一北西

畦畔302 南西―北東

畦畔303 2 3e f 南東―北西

畦畔304 3 4e f 南東―北西 186 01

畦畔305 3 4f 南西―北東 01

畦畔306 3 4e f 南西―北東 0 15

畦畔307 南西一北東 18

畦畔308 南西―北東 ユ

畦畔309 3 4d～ f 南東一北西 22 3 11

畦畔3 0 南西―北東 4

畦畔3 1 4d e 南東―北西 01

畦畔312 4  5d e 南西一北東 01

畦畔3 1～ 2 4～ 7e f 南東―北西 269 01

畦畔314 4 5f 南東―北西

畦畔3 5 5e f 南西一北東 74

畦畔3 5 6f 南西―北東 1

畦畔3 5 6d e 南東一北西

畦畔318 南】ヒ

畦畔319 5 6e 南西一北東 108

畦畔320 6e f 南西―北東

畦畔321 南西一北東

畦畔322 2 7 8e f 南西一北東

畦畔323 1～ 2 6～ 8e f 南東―北西 236

畦畔324 2 南西―北東

畦畔325 2 南西―北東 07

畦畔326 2 7 8d e 南東―北西 179 1

畦畔327 2 7 8d e 南西一北東 7

畦畔328 2 7d 南西―北東

畦畔329 2～ 3 6～ 8b～ d 南東―北西 265 1

畦畔330 2 7 8d 南西一北東 12 1

畦畔331 2 7 8c 南西―北東

畦畔332 2 7 8b c 南東一北西 1 01

畦畔333 2 7 8b c 南東―北西 01

畦畔334 2～ 3 6 7b 南西―北東 01

畦畔335 2～ 3 6 7b 南東―北西 01

畦畔386 3 南西―北東

畦畔337 3 5 6b c 南東―北西 12 4

畦畔338 3 5 6c 南西一北東

畦畔339 3 6b c 南西―】ヒ東

畦畔340 5b 南東―北西 12

畦畔341 4 5b c 南西一北東 57 07

畦畔342 5c 南東―北西 1 07 07

畦畔343 4 5b c 南東―北西 1

畦畔344 3 3  4b c 南東一北西 127

畦畔345 4b 南西一北東

畦畔346 3 3 4b c 南西―北東

畦畔347 3 2 3b c 南東一北西 155

畦畔348 3 2 3b c 南西―北東

比と『 子349 3 1  2b c 南東―北西 1 0 15

畦畔350 3 lb 南】ヒ 07

畦畔351 3 lb c 南西一北東

畦畔352 2 8b 南西―北東

第 7表 第 1区～第 3区第 3面畦畔一覧表
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第16図 第 1区第 3面平面実測図
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a④

■3フ

＼畦路5

水田 340

水田 339

1    4

水田内の数字は標高 (単位TP+m)

水田 331

/。
水田 330

畦 畔

320

175

0

6

10m

第18図 第 3区第 3面平面実測図

水田344

畦畔349    畦畔 348
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＼

F44        水田343 ぃ畔347 水田341
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第 4節 第 4区検 出遺構・ 出土遺物

現地表下約10m(標高9,0～91m)前後に存在 している第 5層上面で平安時代後期か ら鎌倉

時代初頭の水田 5筆を検出した (第 1面)。 この面より約03m下層の第 8層上面で古墳時代後

期の水田 6筆を検出した (第 2面 )。 この面より約0.2m下層の a層上面で古墳時代中期か ら後

期の水田13筆・溝 1条 (SD-301)を 検出 した (第 3面 )。 さらにこの面より約04m下層の

第10層上面で古墳時代前期の水田16筆 。溝 2条 (SD-401・ SD-402)を検出した (第 4面)。

1)第 1面 [第 5層上面検出遺構]

水田 (水田H5～水田119)

第 5層上面で検出 した。水田耕作土である第 5層 は第 4層に覆われている。耕作面には第 4

層を埋土とする足跡群、および類似する凹みが全面に分布 していた。第 5層 は厚いところで02

m、 薄いところで0.lmを測る。

畦畔は南北 。東西方向に伸

び検出している。畦畔間の距

離は東西方向が13m間 隔、南

北方向が 9m間隔である。畦

畔の断面は台形で上幅02～

0.5m、 基底幅0,3～ 10m、 耕

作面からの高さ01～ 0.2mあ

り、特に幅が広いもの高いも

D

TP+91m

灰褐色シル ト混粘土

灰色粘土 (第 5層 )

淡黄灰色細砂混粘土 (第 6層 )

淡灰色シル ト混細砂 (第 7層 )

0

第19図  畦畔 115 断面図

遺構番号 区 地 区 平面形状 東西 南北 面積 雷
水田115 4 9～ 12a b 東西に長い 長方形 4 1388+α
水田116 4 9b 南北に長い 長方形 4 332+α
水田117 4 南北に長い 長方形 3276+α
水田■8 4 9～ 1lb c 南北に長い 長方形 21546+α
水田119 4 11 12b c 東西に長い 長方形 2376+α

第 8表 第 4区第 1面水田一覧表

遺構番号 区 地 区 方  向 総 長 最大基底峰最小基底幅1最大上幡 最小上1副高  さ
畦畔ユ2 4 9  10b 東西

畦畔 1 4 9b c 東西

畦畔1 4 9b c 居雪ゴヒ

畦畔 1 5 4 C1lb 居写ゴヒ 1

第 9表 第 4区第 1面畦畔一覧表
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のは存在 しなかった。畦畔の堆積土は、灰褐色シル ト混粘土である。

水田115が もっとも高く標高910mを測る。南、西、東に下がっている。最 も低いものは同

じ水田の水田115で標高8,96mを測る。水田の比高は0.14mを測る。各水田は東西方向に長い。

隣合う各水田の耕作土面の標高差は0.05m前後である。畦畔を狭む両側で極端に低くなるよう

な顕著な段を呈するものはなかった。

なお、後世 (特に八尾空港の格納庫を建設時)の掘削により水田は一部で検出されなかった

が、本来は水田が連続 してあったと考えられる。 [各水田・畦畔の数値は第 8表 。第 9表 に示

す。また各水田の標高は第21図に記入した。]

水田上面を覆う第 4層からは土師器皿 (54)、 瓦器椀 (55・ 56)が 出土した。

く
=三三三三三:三三〒=三二:57〃

Fi:4

20Cm

第20図 第 4層 (54～ 56)出土遺物実測図
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第21図 第 4区第 1面平面実測図
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2)第 2面 [第 8層上面検出遺構]

水田 (水田221～水田226)

第 8層上面で検出した。水田耕作上である第 8層 は第 7層 に覆われている。耕作面には第 7

層を埋土とする足跡群、および類似する凹みが全面に分布 していた。第 8層は厚いところで03

m、 薄 いところで0.2mを

測 る。                E
TP+87m

畦畔は南北 。東西方向に

伸び検出している。畦畔間

の距離は東西方向が 5～17   1
2

m間隔、南北方向が14m以   3

上の間隔である。畦畔の断

面は台形で上幅02～0.6m、

基底幅04～ 1.lm耕作面か 第22図 畦畔 227 断面図

らの高さ01mあ り、特に幅が広いもの高いものは存在 しなかった。畦畔の堆積土は淡灰色粘

土である。

水田221が もっとも高 く標高8,75mを測る。北、東に下がっている。最 も低いものは水田224

で標高8.68mを測 り、比高は007mを測る。各水田は南北方向に長い。隣合 う各水田の耕作土

面の標高差は03m前後である。畦畔を挟む両側で極端に低 くなるような顕者な段を呈するも

のはなかった。

なお、後世 (特に八尾空港の格納庫を建設時)の掘削により水田は一部で検出されなかった

が、本来は水田が連続 してあったと考えられる。 [各水田・畦畔の数値は第10表 。第11表 に示

す。また各水田の標高は第24図 に記入 した。]

水田上面を覆う第 5層～第 7層からは土師器椀 (57)・ 皿 (58・ 59)、 瓦器椀 (60～ 62)が出

土 した。また水田耕作上である第 8層からは須恵器杯 (63・ 64)が 出上 した。

―

~57
注 ≡ 墓 主

=fr 61 ―

l~258

59

淡灰色粘土

濃灰色粘土 (第 3層 )

淡灰責色微砂シル ト (第 9層 )

｀
〔
==土

三 本 ア
ゴ

62

第23図 第 5層～第 7層 (57～ 62)

64

第 8層 (63・ 64)出土遺物実測図

0                                      20cm
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遺構番号 区 地 区 平面形状 東西 南】ヒ 面積 雷

水日221 4 9. 10a～c 南北に長い 長方形 9,3 15.2 130.5+α

水田222 4 9  10c 東西に長い 長方形 4.7 42.75+α

水田223 4 10 1la― c 南北に長い 長方形 94+α
水田224 4 10-12a, b 東西に長い 長方形 100+α

水田225 4 ■b. C 東西に長い 長方形 20,1 259.5+α

水田2'6 4 12b 三角形 318 2.35+立

第10表.第 4区第 2面水田一覧表

遺構番号 区 地 区 方  向 総 長 景大基底幅1最小基底帳 註大上幅1最小上幅1高  さ
陸畔226 9  10c 東西

畦畔227 10a― c 南北

畦畔228 10. 111a～c 日ヨ】ヒ 0.1

畦畔229 1lb 東西 釣
．

09
畦畔230 4 12b. c 南東―北西

第11表 第 4区第 2面畦畔一覧表
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

3)第 3面 [a層上面検出遺構]

水田 (水田348～水田860)

a層上面で検出した。水田耕作土であるa層は第 9層 に覆われている。耕作面には第 9層を

埋土とする足跡群、および類似する凹みが全面に分布 していた。 a層 は厚いところで0,3m、

薄いところで0.lmを 測      sw
ヮ                              F
る。                「TP+84m
畦畔は南東から北西方

向と南西から北東方向に

伸び検出している。畦畔    1
2

間の距離は南東から北西    3

方向が 6～ 10m間 隔、南

西か ら北東方向が2.5～

9m間隔である。畦畔の 第25図 畦畔 358 断面図

断面は台形で上幅0.2～ 1,Om、 基底幅0.4～ 1.2m、 耕作面からの高さ0.lmあ り、特に幅が広い

もの高いものは存在 しなかった。畦畔の堆積土は灰色粘土である。

水田351が もっとも高く標高8.46mを測り、北、東に下がっている。最も低いものは水田360

で標高8.30mを測り、比高は0。 16mを測る。各水田は南北方向に長い。隣合う各水田の耕作土

面の標高差は0.5m前後である。畦畔を挟む両側で極端に低 くなるような顕者な段を呈するも

のはなかった。

なお、後世 (特に八尾空港の格納庫を建設時)の掘削により水田は一部で検出されなかった

が、本来は水田が連続 してあったと考えられる。 [各水田・畦畔の数値は第12表・第13表 に示

す。また各水田の標高は第26図 に記入 した。]

NE
F′

灰色粘土

暗褐灰色粘土 (a層 )

灰青色シル ト (b層 )
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遺構番号 区 地 区 平面形状 東西 居旨】ヒ 面積 ∬

水田348 4 9  10c 三角形 166+α

水田349 4 9  10a b 三角形 41 102+tv

水田350 4 9  10b c 南東一北西に長い 長方形 11 134

水田351 4 10 1lb C 南西一北東に長い 長方形 10 1

水田352 4 1lc 三角形 189+α

水田353 4 10 1la b 南東一北西に長い 長方形 108 4785+α

水田354 4 10 1lb C 南東一北西に長い 長方形

水田355 4 東西に長い 長方形 992+α

水田356 4 10 1la b 三角形 804+α

水田357 4 11 12a b 東西に長い 長方形 14 3 69+α

水田358 11 12b c 東西に長い 長方形 162 6 869+α

水田359 4 11 12a b 南東―北西に長い 長方形 106 29135+α

水田360 4 12a b 三角形 96+α

第12表 第 4区第 3面水田一覧表

第13表 第 4区第 3面畦畔一覧表

遺構番号 区 地 区 方  向 総 長 最大基底帳 最小基底幅 衰大上幅1最小上幅 さ

畦畔353 4 9, 10c 南東―北西

畦畔354 4 9  10b c 南東一北西 14 4

畦畔355 4 9b 南西一北東 5

畦畔356 4 10b c 南西一北東

畦畔357 4 南西―北東

畦畔358 4 10 1lb c 南東―北西 248 12 1

畦畔359 4 1lb c 南東―北西 174 1

畦畔360 4 1la b 南西一北東

畦畔361 4 11 12b 東西 124

畦畔362 4 11  12c 東西

畦畔363 4 11 12a b 南東―北西 146

畦畔364 4 12a b 南東―北西 11
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第26図 第 4区第 3面平面実測図
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4)第 4面 [第 10層上面検出遺構]

水田 (水田401～水田416)

第10層上面で検出した。水田耕作土である第10層 は第 b層および C層 に覆われている。耕作

面にはC層を埋土 とする足跡群、および類似する凹みが全面に分布 していた。第10層 は厚いと

ころで0.2m、 薄 いと

ころで0.lmを 測る。

畦畔は南東から北西

方向と南西から北東方

向に伸び検出している。

畦畔間の距離は南東か

ら北西方向が 4～ 6m

間隔、南西から北東方

向が 2～ 4m間隔であ

1 暗灰青色粘土

2暗灰色粘土 (第 10層 )

0

G′

第27図 畦畔 415 断面図

る。畦畔の断面は台形で上幅01～ 0.8m、 基底幅0,3～ 1.8m、 耕作面からの高さ0.1～ 0.2mあ り、

特に幅が広いもの高いものは存在 しなかった。畦畔の堆積土は暗灰青色粘土である。

水田401が もっとも高 く標高832mを測る。北、東に下がっている。最 も低いものは水田413

で標高790mを測る。比高は0.42mである。隣合 う各水田の耕作土面の標高差は0.05m前後で

ある。畦畔401よ り東側では極端に低 くなる (比高差0.2m)よ うな顕者な段を呈 していた。

なお、後世 (特に八尾空港の格納庫を建設時基礎工事)の掘削により水田は一部で検出され

なかったが、本来は水田が連続 してあったと考えられる。 [各水田・畦畔の数値は第14表 。第15

表に示す。また各水田の標高は第30図 に記入 した。]

SD-401

9 10Cで検出した。南東―北西方向に伸びる。幅1.5m・ 深さ01mを測る。埋土は灰褐色

シル ト混粘上である。溝内からは須恵器杯 (65)ん 出ゞ土 した。

SD-402

9～ 1l a～ Cで検出した。南東一北西方向に伸びる。幅4.Om。 深さ07mを 測る。埋土 は上

か ら淡灰色細砂.灰色シル トである。溝内からは土師器壷 (66・ 67)・ 鉢 (68)。 高杯 (69～ 71)・

甕 (72・ 73)、 製塩土器 (74)、 須恵器蓋 (75)・ 杯 (76～ 79)、 土師器かまど (80)、 木製品の

堰 (81)が出土 した。

水田耕作上の下層の第11層からは古墳時代前期の土師器高杯 (82)が出土 した。
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遺構番号 区 地 区 平面形状 東西 居唐】ヒ 面積 ar
水田401 9  10c 三角形 2025+α
水田402 4 9  10b c 南東―北西に長い 長方形 104 136 45+α

水田403 1lb C 南東一ゴヒ西に長い 長方形 12_8 10.8 52+α
水田404 9  10a b 南東―北西に長い 長方形 10 5 285+α
水田405 10a b 三角形 104+α
水田406 10 1la b 東西に長い 長方形 3825+α
水田407 1lb 三角形

水田408 ■b c 台形 135
水田409 4 ■b c 南北に長い 長方形 336+α
水田410 4 三角形 225+α
水田411 1la b 南北に長い 長方形 1876+α
水田412 4 11 12a b 南北に長い 長方形 4 252+α
水田413 4 12a b 東西に長い 長方形 21+α

水田414 4 12b 東西に長い 長方形 378+α
水田415 4 12b c 東西に長い 長方形 264+α
水田416 4 南北に長い 長方形 2109+α

第14表 第 4区第 4面水田一覧表

遺構番号 区 地 区 方 向 総 長 最大基底幅 最小基底帳 最大上幡 衰小上帳 百
司 さ

畦畔401 9  10b c 南東―北西
畦畔402 4 10b 南西―北東
畦畔403 南東―北西
m■ r子404 4 9a b 南東―北西 3

畦畔405 10, 1la～ c 南東一北西 0.15

畦畔406 10a b 南西一北東 2

畦畔407 10a 南東―北西 1

Lと r子408 1lb 南東―北西 015
畦畔409 1la 南北

畦畔410 1la.b 南ゴヒ
畦畔411 1la.b 南耳ヒ

畦畔412 4 1lb 南西―北東
畦畔413 ■bc 南西 ―北東

畦畔414 東西 2

BI■碑子415 4 12a b 君写ゴヒ 4

畦畔416 4 12b 南西―ゴヒ東
畦畔417 4 12b 南西―北東
畦畔418 4 南東―北西 7 1.8以上 1.3以上 0.4,大k 01以上
畦畔419 4 南西一北東
畦畔420 4 9 10b 南東―北西 104

第15表 第 4区第 4面畦畔一覧表
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

6( 苺

SD-402(81)出 土遺物実測図
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第 3章 出土遺物観察表

SD-101

遺物番号
図版番号

器 種
法量(cll)暴管 調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

1 黒色土器

椀

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ヘラミガキ。 黒色 粗 良好 2c

2 黒色土器

椀

底径

体部内面ナデ。高台部 ヨコナデ。 織目重色
粗 良好 lb

3 黒色土器

椀

底径

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。高台部 ヨコナ 外面にぶい赤

撮岳褐灰色
粗 良好

4 黒色土器

椀

底径

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。高台部 ヨコナ 外面にぶい橙
色
内面黒色

粗 良好 2 3e f

5 土師器

杯

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内面ナデ、外面指

頭圧成形後ナデ。
橙色 粗 良好 2 3e f

6 土師器

皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 外面 にぶい黄

萄岳褐灰色
粗 良 好 lb

7 土師器

椀

底径

体部内外面ナデ。高台部 ヨコナデ。 赤黒色 粗 良好 2 3e F

8 土師器

皿

日縁部内外面 ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 色
色

橙
黒

面
面

外
内

粗 良好

9 土師器

皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい黄橙色 粗 良好

土師器

皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰責色 粗 良好 2c

土師器

皿

日縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰黄色 粗 良好 2c
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

置駿暮言 器 種
法量(cm)口径

器高 調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

土師器

阻

回縁部内外面 ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 毯面
にぶい橙

内面浅黄橙色

粗 良好 2 3e f

土師器

皿

9 日縁部内外面 ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 にぶい黄橙色 粗 良好 2c

14 土師器

皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰白色 粗 良好

瓦器

椀

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ヘラミガキ。 黒色 粗 良好

瓦器

椀

156 回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ヘラミガキ。 暗灰色 粗 良好

17 瓦器

椀

底径

笙部内面ヘラミガキ、外面ナデ。高台部 ヨコナ 暗灰色 粗 良好

瓦 器

椀

底径
娑計

内面ヘラミガキ、外面ナデ。高台部 ヨヨナ 外面暗灰色
内面黒色

粗 良好

瓦器

椀

底 径
夢計

内面ヘラミガキ、外面ナデ。高台部 ヨコナ
禽雷梁蛮雹色 粗 良好

瓦器

皿

外経ヂ宴公
面 ヨコナデ。体部内面ヘラミガキ、 外面黒色

内面黄灰色
粗 良好

第 4層

法量 (al)日径
器高

体部内外面ナデ。高台部 ヨコナデ。
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霞駿暮写 器  種
法量 (cl)口径

器高
調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

土師器

皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰白色 粗 良好

土師器

菱

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 外面 にぶい赤

侃岳明褐灰色
粗 良好

土師器

椀

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ヘラミガキ。 にぶい貢橙色 粗 良好

瓦 器

椀

回縁部内外面 ヨコナデ。 灰白色 粗 良好 5e

瓦器

椀

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内面ヘラミガキ、
外面ナデ。

暗オ リーブ灰
色

粗 良好

第 6層

号
号

番
番

物
版

遺
図 器 種

法量(cm)暴讐 調 整 色   調 胎   土 焼 成 出土地区

―ノ`

須恵器

甕

体部内面同心円文 タタキ、外面格子文 タタキ。 外面灰色
内面灰白色

密 良好 2c

一八

土師器

皿

最優談つ後亨募Fナ
デ。体部内面ナデ、外面指淡橙色 粗 良好

黒色土器

統

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面 ナデ。 外面 にぶい褐
色
内面黒色

粗 良好 6c

―ア`

土師器

杯

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内面ヘラミガキ、
外面ナデ。

淡橙色 粗 良好

―′(

土師器

皿

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 橙色 精良 良好

―八

土師器

甕

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい黄橙色 精良 良好
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

遺物番号
図版番号

器 種
法量 (cll) 径

高
日
器 調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

瓦器

椀

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ヘラミガキ。 暗灰色 粗 良好

瓦器

椀

高晉穀害なア葦
ナデ。体部内外面ヘラミガキ。 黒色 粗 長好

第 7層

嵩駿暮尋 器 種
法量 (cm)回径

器高 調 整 色  調 胎  土 焼 成 山土地区

黒色土器

椀

貝縁摺察仝震影展す要:体部内面
ヘラミガキ、黒色 粗 良好

黒色土器

椀

底 径

雪ヂ宴Fヘ
ラミガキ、外面 ヨコナデ。高台部 ヨ 外面にぶい橙

色
内面黒色

粗 良好 7

黒色土器

椀

底径

体部内外面ナデ。高台部 ヨコナデ。 毯面
に熱鳩

内面黒色

粗 良好 5o

黒色土器

椀

底径

体部内外面ナデ。高台部 ヨコナデ。
毯面

にぶい褐
内面黒褐色

粗 良好 7

土師器

皿

回縁部内外面 ヨコナデ。 灰白色 粗 良好

土師器

皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。
程雹

い 減
内面橙色

粗 良好

41 土師器

皿

日縁部内外面 ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 淡橙色 411 良好 2f

土師器

皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰白色 粗 良好 7c

土師器

皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 褐灰色 粗 良好
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遺物番号
図版番号

器 種
法量(cl l)回 径

器高
調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

―プ＼

土師器

皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい褐色 粗 良好

土師器

杯

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内面ナデ、外面指

頭圧成形後ナデ。

橙色 粗 良好 7d

土師器

杯

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 橙色 精良 良好

土師器

甕

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ、

外面ナデ。

にぶい橙色 粗 良好

土師器

甕

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい黄橙色 精良 良好

土師器

甕

日縁部内外面 ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 灰黄色 精良 良好

須恵器

鉢

日縁部内外面回転ナデ。 灰白色 精良 良好

須恵器

士望

底径

底部内外面回転ナデ。 灰白色 精良 良好

第11層

霞駿暮写 器 種
法量(cm)暴管 調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

―八

弥生土器

壷

底部内外面ナデ。 外面にぶい責

民岳褐灰色
粗 良好

―プ＼

弥生土器

甕

こそ鵞豊稜畳盈iなF多
ケ輩習

面省条ン魔苧年
茶灰色細砂

砂

砂

の
む
の
む

度
台
度
含

程
量
程
量

ｍ
少

血
多

４
礫
１
粒

良好 6
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査
第 4層

遺物番号
図版番号

器 種
法量(cl l)日 径

器高 調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

土師器

皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 偶灰色
走響憲時畠8 良好

瓦器

椀

景暑要穿含面
ヨコナデ。体部内面ヘラミガキ、外面灰白色

内面黒色
粗 良好

―八

瓦器

椀

陰径

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。高台部 ヨコナ 外面暗灰色
内面黒色

粗 良好

第 5層 ～第 7層

遺物番号
図版番号

器 種
法量(cl)日径

器高 調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

土師器

椀

底径

体部内外面ナデ。高台部 ヨコナデ。 にぶい褐色 粗 良好

土師器

皿

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい橙色 粗 良好

土師器

皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰白色 粗 良好

瓦器

椀

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ヘラミガキ。 黒色 粗 良好

瓦器

椀

底径

体部内外面ナデ。高台部 ヨコナデ。 にぶい黄橙色 粗 良好

瓦器

椀

底径

体部内外面ナデ。高台部 ヨコナデ。 黒色 粗 良好

第 8層

遺物番号
図版番号

器 種
法量(cl l)日 径

器高 調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

―ノ`

須息器

杯

面喬穀突少ワロ新声
デ。体部内面回転ナデ、外 明青灰色 粗 良好 10c

―ノ＼

須恵器

杯

日縁部内外面,体部内外面回転ナデ。 青灰色 粗 良好
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SD-401

遺物番号
図版番号

器 種
法量(cm)口径

器高
調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

―八

須恵器

杯

日縁部内外面回転ナデ。体部内面回転ナデ、外
面回転ヘラケズリ。

灰色 密 良好

SD-402

遺物番号
図版番号

器 種
法量 (cm)日径

器高
調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

土師器

壷

口縁部内面ハケ。外面 ヨコナデ。 織吾語煤R赤
褐色

粗 良好

土師器

士霊

12 回縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ、外面ハ

ケ。
橙色 精良 良好

土師器

鉢

回縁部内外面 ヨヨナデ。体部内外面ナデ。 にぶい黄橙色 粗 良好

一九

土師器

高杯

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい橙色 粗 良好

一九

土師器

高杯

底径

据端部 ヨコナデ。脚部内面ハケ、外面ナデ。 橙色 粗 良好

71 土師器

高杯

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ、外面ハ
ケ。

にぶい黄橙色 粗 良好

土師器

甕

日縁部内外面 ヨコナデ。 にぶい黄橙色 粗 良好

土師器

甕

日縁部内外面 ヨコナデ。 にない褐色 粗 良好

一九

製塩土器 内面ナデ、外面 タタキロ。 にぶい赤褐色 粗 良好

―九

須恵器

杯 蓋

回縁部内外面回転ナデ。体部内面回転ナデ、外
面回転ヘラケズリ。

暗青灰色 密 良好
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Ⅵ 八尾南遺跡第 7次調査

遺物番号
図版番号

器  種
法畳 (cl)回径

器高 調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

須恵器

杯

面縁穀突ひ▼写子rデ
。体部内面回転ナデ、外 青灰色 密 良好

７
　
　
　
九

須恵器

杯身

呂喬穀突省ワ要子市
デ。体部内面回転ナデ、外青灰色 密 良好

78 須恵器

杯

面奮穀突咎ワ要新´
デ。体部内面回転ナデ、外 青灰色 密 良好

須恵器

杯

呂雷穀突咎ワ写子rデ。体部内面回転ナデ、外青灰色 密 良好

０
　
　
　
九

８

　

　

　

　

一

土師器

かまど

娼軍螺丁曇秦者矮爺農浄外面
ナデ。焚回側部、にぶい黄橙色 粗 良好

１

　

　

九

８

　

　

　

　

一

本製品

堰

長大
　
さ

最
幅
厚

農冒 り″
央に焦げ跡あり。 B面 成形時の工具

第11層

遺物番号
図版番号

器  種
法量(cl)日径

器高 調 整 色  調 胎  土 焼 成 出土地区

２
　
　
　
九

８

　

　

　

　

一

土師器

高杯

14
112 軍景藉鶏爺円風岳苔F子娑計爵軍篤女嵩公ワr にぶい橙色 粗 良好
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第 4章 まとめ

今回の調査では、古墳時代前期 (第 4面)・ 古墳時代中期から後期 (第 3面)・ 古墳時代後

期 (第 2面)。 平安時代後期から鎌倉時代 (第 1面)の遺構を検出した。

古墳時代前期

第 4区では、第10層 を耕作土としている水田が存在 していることが判明した。何れの水田も

小区画で、長方形または台形である。畦畔の交差は十字にならず、互い違いである。

調査区の南東部で南東―北東方向の溝(SD-401)を検出した。この溝を境に右岸と左岸とも

低くなる地形で、この溝から水田401と 水田4021よ取水していたと思われる。また中央部では南

東―北西方向の溝(SD-401)を検出した。水田405～ 4101ま この溝から取水 していたと思われ

る。溝が機能を果たさなくなるのは、溝内の堆積土の上層内から須恵器 (陶邑編年 I-5向

が出土 していることから、古墳時代中期末頃と推定されるので、この時期まで水田も耕作され

ていたと推定される。

同時期の水田は、八尾南遺跡調査会が調査をおこなったD-4地区でも検出されてい
金1。

約250m北 に今回の調査地が存在しているので同一の水田であるとは言い難いが、少なくとも、

畦畔の伸びている方向がほぼ一致していることから、当時の自然地形に制約されて同一方向に

畦畔を築いていたと推定される。

古墳時代中期から後期

第 1区～第 3区では、第10層 を耕作土としている水田が存在 していることが判明した。何れ

の水田も小区画で、長方形または台形である。畦畔の交差は十字にならず、互い違いである。

この調査区では、水田への取排水にかかわる溝は検出していない。

第 4区では、 a層を耕作土としている水田が存在していることが判明した。第 1区～第 3区

と同様何れの水田も小区画で、長方形または台形である。畦畔の交差は十字にならず、互い違

いである。また、第 4区では水田に取水したと推定される溝 1条 (SD-301)検出した。水田

348～水田3521よ この溝から取水していたと思われる。

この時期の水田は、当調査研究会第 3次調整 も検出している。また西隣の長原遺跡でも6
産2                            注3

世紀の水田を検出している。今回の調査地で検出した水田を含め、いずれの水田も畦畔の交差

は十字にならず、互い違いであることから、古墳時代前期から古墳時代後期までの水田はこの

ような形状であったと推定される。

古墳時代後期から奈良時代

第 1区から第 4区の全調査区では、第 8層を耕作土としている水田が存在していることが判
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明した。水田は、東西方向と南北方向の畦畔で仕切られた長方形のものが多い。

第 1区 と第 3区の西端では溝 1条 (SD-201)を検出した。この溝は水田202と 水田219か ら

排水する機能と、水田201と 水田220へ取水する機能を持つものである。

この時期の水田は、西隣の長原遺跡の第 6層上面に検出している。畦畔は十字になるものが

多く、今回の水田も同様である。

平安時代後期から鎌倉時代初頭

第 1区から第 4区の全調査区で第 5層を耕作土としている水田が存在 していることが判明し

た。水田は、東西方向と南北方向の畦畔で仕切られた長方形のものである。

第 1区 と第 3区の西端では条里に伴ったものと考えられる溝 1条 (SD-101)を検出した。

溝は南北方向に直線的に伸びて検出している。この溝は水田202と 水田219か ら排水する機能と、

水田201と 水田220へ取水する機能を持つものである。

検出した水田は、条里地割に伴って区画されている。条里地割に伴っている水田は、東の木

の本遺
寧

も検出されている。

今回の調査では、水田遺構 (生産域)が 4面存在 していることが明らかになった。今回の調

査地に近隣している場所での調査は行われていないため集落 (主に居住域)は不明であるが、

今後、近接 した周辺の調査で、今回検出した各時期の居住域が検出されるとおもわれる。

注1 八尾南遺跡調査会「八尾南遺跡」一大阪市高速電気軌道 2号線建設に伴う発掘調査報告 書-1981 3

注珍 側八尾市文化財調査研究会「八尾市埋蔵文化財発掘調査概要」 昭和59年度

Ⅱ八尾南遺跡発掘調査概要報告 1985 側八尾市文化財調査研究会報告6

注3 側大阪市文化財協会「長原遺跡発掘調査報告書Ⅲ」19833

注4 側八尾市文化財調査研究会「木の本遺跡」―八尾空港整備事業に伴う発掘調査-1984

側八尾市文化財調査研究会報告4
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調 査 原 因所収 遺 跡 所 在 地 市町村 遺跡番号

久宝寺遺跡 大阪府 八尾市
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19900612
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久宝寺

小阪合

小阪合

東 郷

東 郷

八尾南

集落 弥生時代中期以

降

古墳時代後期か

ら奈良時代

平安時代

古墳時代前期

古墳時代前期か

ら中期
平安時代

弥生時代後期
古墳時代前期
奈良時代前半

古墳時代前期

古墳時代前期
古墳時代中期
古墳時代後期

平安～鎌倉時代
初頭

小穴 2

土杭 2・ 小穴 22・ 溝 12
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溝 1
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み
抗

上

込

土
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弾 ・弼  (輸・純 )

須恵器

弥生土器 (V様式 )・ 布留式
上器・土師器・須恵器・瓦器

庄内式上器・布留式上器

庄内式土器・須恵器

羅
　
一難 河川 1条

井戸 1基・土杭 1基

土器集積
土杭 7基

掘立柱建物 5棟

縦穴住居 3棟・土杭 1基

小穴 35個

水田 16筆・畦畔 20

水田 60筆・畦畔 64

水田 26筆 。畦畔 30
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古墳時代前期の集落域
が確認されている。
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